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□ 緒   言

 人類血液ガランドス幻ナー氏反騰ニヨツテ，4型二分類セラレルコトカ確誼セラレテヨ

リ以來僅カ30誰年ニシテ，血液型ノ研究ハ急激ノ褒展テナシ，英ノ研究範園モ盆々接大セラ

レ，今ヤ人類ノミナラズ動物界二至ル迄廣ク研究セラレルニ至ツタ．

 叉コノ「型的特徴」ハ欄リ血液ノミニ止マラズ髄液，組織細胞等ニモ認メラレル型質デアル

コトバエ1〕Kr1tschβwsk1u，Schw。。。man，‘舳〕Witeb．ky，工4惜田（寛一），㈹小宮（喬介），

伽9）｛10）青木（外嗣），㈹山本（徹雄），㈹酉（弘二），川〕萩（章）等ニヨッテ明カニセラレク慶デ

アノレ．

 然シ乍ラ回シク鑓組織ノー部デアル鹿ノ骨髄ノ研究二就イテハ諸家ノー成績未ダー致シテ居

ラナイ状態デァル．之ヲ文戯二徴スルニエ7〕西（砒、二），鬼塚（英胤），中村（誠）三氏及ピ舳舳

青木（外嗣），㈹㈹山本（徹雄）爾氏ガ家兎及ビー家鶏ノ骨髄二就イチ報告シテ届ルカ，前者ハ骨

髄ノ「型的物質」ハ血球二於クルト金ク同様デアルト言ヒ，後者ハ骨髄二於クル「型的物質」ハ

血球二於クルr型的物質」トハ相違シ，総ベテAB型デアルトナシ，大庭教授ノ提唱サル・血

液型AB型起源詮二勤シテ有力ナルー誼左ヲ提供スルモノデアル｝主張シテヰル・

 工12〕大庭博士ノ血液型AB型起源詮ハ共ノ門下ω藤高（茂明）ノ人胎児ノ血液型検査ノ威綾

ヨリ考ヘラレタモノデアラウカ，共振擦ヲナス人胎児ノー血液型ハAB型ナリト素7立誼ヲ鉄

イチ居ル．胎児ノ血球ハ非特異性ノ凝集反騰ヲ起スコトアルハ㈹奥（孫四郎），㈹水（美登

利）等ノ指摘スル鹿デアツテ，者シ非特異性凝集反確テ注意スルコトナク1ノバAB型ト判断

セラレル事ハ明ナコトデアル．AB型起源諭ガ事賢二一致シナイコトハー1帥水（美登利），㈹

奥（孫四郎），㈹佐々木（計）博士等ノ人胎児ノ研究二徴シテモ明カデアルガ骨髄二於クル「型

的物質」二就テハ未ダ信頼スベキ報告ガナイト言ツテヨイ．敬二之レニ就イテハ愉實験的検
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索ノ「験地ガアルモノデアル．

 此慶二於テ余ハ骨髄ノ「型的物質」ガ果シテ西寺ノ言ブガ如ク血球二於クルト金クー致スル

モノデアルカ，或ハ叉青木等ノ言ブガ如ク骨髄ノミ欄リ他ノ臓器トハ相異シテ，AB型デァ

ルカ否カラ開明セント志ジター著シ青木等ノ主張スルガ如ク骨髄ノミガ常二AB型デアルト

スルナラバ英他ノ騒細胞，髄臓器，餓液等ガ血球ト金ク同一ノ血液型二麗ス｝云アー般的通

念テ破壊スルコトニナル．之ハ理論上ガラモ叉實際上カラ・モ茜ダ重要ナル間題デアル．

 余ハ先ヅ第1二人骨髄二就イテソノ「型的物質」ガ果シテ血液二於クル血液型トー致スルモ

ノデアルカ叉ハ血液型トハ金ク無開係二纏ベテAB型デアルカ香カ印チ骨髄ハ血球ノ型ト異

リ纏ベテAB型デアルカ香カノ間題テ明カニショウトシテ實験テ進メテ行クコトニシタ．

 以下ソノ結果テ報告シテ諸賢ノ御批判ラ抑グ次第デアル．

二實験材料及ビ賓験方法

 （1〕材料 人肋骨々髄

 血液ハ吸着實験昌ハ教室貯藏ノ同一人ノO型血清及ビ標準血蒲蛍昌之ノ穣準血清テ貝テ検定シダA型

（水谷）B型（正ホ）血球

 （2）方法 肋骨チ得タナラパ直テニ骨髄ヲ・取リ出シ1・0軍ヂ解量シ，之二9・O㏄・！生理的食麗水テ加

＾テ乳鉢ニテ．ヨリ磨砕シ，減薗四重ガーゼ白テ濾過シ之チエO％骨髄乳漉液トス，更昌之ヂ10倍シテ1％浄

涛液テ毛作製ス．

 ○型血清ヂ20倍昌生理的食麗水チ以テ稀緯シ，之二・前記ノ骨髄浄嚇液テ同量加＾。密燈シ，37度フラン

器内二2－3皓間取メ後氷室二入レ，翌朝之テ取リ出シテ，室温（20皮内外）ニテ，A型（水谷〕，B型（正

木）血球上掛スル凝集償チ測定スル，叉此ノ際別二〇型血清（20倍）二生理的食麗水ヂ同量加へ，前回榛慶

置シテ，實験ノ勤願トシタ、

 叉，肋骨テ得ルト同時二別二血液テ毛深取シ之チ血清｝血球下二分離シ，血球ハ3－5回生理的食麗水

晶テ溌瀧シ，量後ノ沸澱血球ヨリ50％ノ血球瀞游液ヂ作リ，O型血清（20倍）二同量加＾前回橡虞置ニテ吸

着實験テ行フ．

 血清ハ曝氏56度二30分加熱非働性ニシ，式ノ如クA型，B型血球二鐵スル凝集債チ測定ス〃．

三 賓験 成績

  第］例  37Lj．（早）

 （］）血液ノ標準血清ニコル血液型

   標準血蒲   “  β

   血球凝集反騰   一  耕  （榊ハ強皮凝集反膿陽性一八陰性）

 （2）血清ノ凝集硬

 被検血清デ生理的食盤水ヲ以テ，遜減的二偶数稀癬液ヲ作リ，十穴ネールガラス」ノ窩上

二I満1グ・人レ，之二A型B型各約1劣血球浮游液テ1滴ヅ・注加シ。式ノ如ク30分後二

凝集贋ヲ測定スル．

                    〔脳】
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血清稀躍原L．■・・1・」・… 剛・・σ1…

凝集反騰朴」冊jぺ什けH・1一ト1・血球
       ■■一i－1一■一1－1一一血球

 印チ皿ノ血清中ニハα凝集素ノミヲ有シ，ツノ凝集贋ハ160倍迄デアル．

 以上二ョリ本例ノ血液ハ血球二E凝集原ヲ有シ，血清ニハα凝集素チ有スル1コト．テ知リ從

ツチ血液型ハB型デァル．

 （3）吸着試験

 血球ヲ以ツチO型血清テ吸着スひバ本側ハB型デアルカラ，βノミヲ吸着スルコトハ勿

論デアル．然ルニ骨髄10劣浮游液テ皿ツチ吸着スルト，吸着後ノ上清ハ第1表干示ス如ク，

丑型血球二対シテハ金ク反騰シナクナルガ，4型血球二対シテユ60倍迄著明二反騰スル．骨

髄1劣浮潴液テ以ツチ吸着テ行ブト英ノ上清ハB型血球二対シテハ全然作用シナクナッタ

ガ・A型血球二対シテハ対照二於クルト同程度二作用スル．印チβ凝集素ハ吸着セラレテ層

ルカα凝集素ハ少シモ吸着サレテヰナイ．

第1例骨髄ニテ吸着
吸 着血球1・ザ・・1・・1・・。     160

P                       ■                         ’   1  ■■          ■     ’

240
P’     1I

…1 480

A 冊■什 什 十 ■ ■ 一
勤  照 吸着前

B  i
｣1号 ザ什 甘 ・1－1口
併1件 料一 十

血球ニテ
■ ．一一

∵一 日1一 一 ■一1一
A 冊 什 十十1＋ 十

骨髄10％ニテ ■一ト
B 一1一  一黷P － I      I       一■

一 一 一1口

A
骨髄1％ニテ ÷■±÷■lllに

児

 之ハ骨髄申二B凝集原テ有シ，A凝集原ヲ持タナイコ｝ヲ意味シ，血球ヲ貝デ吸着シダ

場合ト全然同様デアルー印チ本例ノ骨髄ノ血液型ハ血液ト回シクB型デアヅテAB翠デハ

ナイ．

  第2例20Lj．（9）

 （］）血球ノ標準血清ニコル血液型

   血清   は β
             印チO型
   灰 臆   一 一

 （2）血清ノ凝集便

 前越ノ如ク昌シテ血清ノ凝集債テ測定ズレ・寸

                  〔欄】
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凝集反薩冊1ぺ州冊1甘1■・1■■A血球
    排1冊1冊1冊」ザ料・・1■・血球

印テ血清中ニハα，β雨凝集素テ有シ，A型血球二対シテユ60倍，B型血球二対シテ320倍

ノ凝集便テ有ス．

從ツチ，本例ノ血液型ハ0型デアル．

（3）吸着試験

血球ラ皿ツチ吸着ヲ行ヘバαモβモ吸着サレテイコトバ、本脚ノ血球ハ0型デアルカラ

営然デアル．骨髄テ皿ツチO型血清チ吸着キナ見ルト10劣浮游液ノ場合デモ1％浮游液ノ，

場合デモ衡叉骨質ラ以ツチ吸着シテモ，αモβモ共二吸着サレナイ（第2表）。

        第2例骨髄ニテ吸着

吸 着 血球 ・・1・・ ・・ 撃P・・い・・ ・・g・・j…

A
吸着ナシ

冊1什一 ザザ十L」■一錫  照

B 冊 十十 什1■料 ・1－1一

A
血球ニテ

糾■ ■．什 ・1■一L
B 拙i世

ザH糾十1一   一一        ■

一

A 冊■■ ザ十 1・
一 、 一

骨髄10％ニテ
丑 榊■ 什 1件1件 十 一 一

A 冊■ 件1 ■・ 一 一 一
骨髄1％ニテ

lB
糾1せ■  ■■’  一

■ 十十 十 一 一

A 淵1■ H ・1 十 ’ 、 ・
骨  質

B 冊1Hl・i 什」
十 ± 一 一

本例ノ如ク血球二凝集原テ含有シナイ時ハソノ骨髄モ亦凝集素α及ピβ両者共二吸着スル

能力ノナイコトバ本例二於テ明カデアル．副チ本例ノ骨髄ハO型デァツテAB型デハナィ．

 第3例  33Lj．（9）

（1）血球ノ標準血清ニコル血液型

  血清  報β
        血液型ハA型デアル．
  反腰  冊一

（2）血清ノ凝集贋

匿＝；仁工］1
1〔期Σ
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 本例血清中ニハβ凝集素ノミテ有シ，B型血球二対シ320倍ノ凝集贋テ有ス．

 印チ本側ハ血液型A型デアル．

 （3）吸着試験

 第3表二示ス如ク，本例ノ骨髄ラ皿ツチ0型血清テ吸着スルト，吸着後ノ上清ハA型血

球二最早全然反鷹シナクナル．然シlO％骨髄浮游液テ以ソチ吸着スル時ハソノ上清ハB型

血球二対シテそ…ヤ・凝集慣降ルカ如キ傾向ヲ示スガ1％浮游液テ以ツチ吸着試験テ行アト対

照及ビ血球ニコル場合ト同様二羽カニαノミヲ吸着シ，βハ少シモ吸着シナイ．

第3例骨髄ニテ吸着
吸 着

血球1 ・・1・・ 80 120 160 測ト 480

・」 冊」
井 十十 什 十 ■一 一

封1

ﾆ；

吸着ナシ

丑1糾什． 甘 井 村 ・1一 一

・1一 一 一 一 一 ■一 一
血球ニテ

り耕 井 什 料 料 十 1一
．

・1一 一 一 一 一 一
1一

’
骨髄10％ニテ

巫 い朴 什 村 什 十 ・1一 一

・1一 一 一 一 一 一
1一

一
骨髄1％ニテ

B 1糾 斗十 千十 什 什 ・L一
印チ本例二於デモ骨髄ハ血球二於クルト同様ナ血液型物質テ含有スルモノデアル．

四 総   据

 以上O型，A型，皿型ノ各例二就イチ。人同種血球凝集素ヲ用ヒテ人骨髄申ノ血液型物質

ノ研索テ行ツタノデアルガ各例共総ベテ骨髄中ニハ其ノ血球二於ケル型特異性凝集原ト同様

ナ型的物質ガ存在スルコけ知ツタ．帥チ骨髄モ他ノ臓器ト等シク，血液二於クル血液型ト

’致スル型的物質ラ含有スルモノデアツテ青木等ノ主張スルガ如ク骨髄ハ凡テA児型デアル

トノ読ニハ賛成シ難イ．

五緒   論

 適當ナル注意ノ下二實験スレパ人骨髄二於デモ血液二於クル｝同様二「型的物質」ヲ誼明ス

ルコトガ拙來ルモノデァッテ，骨髄ノ血液型ハソノ個髄ノ血液ノ血液型ト金クー致スルモノ

アアル．

 但シ濃厚ナル骨髄浮游液テ使用スル時ハ非特異性ノ吸着テ超スコトアル．が敬二骨髄ニコル

血液型検査ニハ適営ナル稀澤液テ使用スルコトガ肝要デアル．余ノ實験二於テハ1％浮游液

ニテ充分デァッタ．

                  江157〕
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艦リニ貴キ材料テ提供サレシ各露位二深ク敬意テ表シ併セテ首畑撒授ノ御指導御校閲チ深謝ス．
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